
日本「改国」宣言
発想を変え、仕組みを変えよう。

新党日本マニフェスト 2009



さ
あ
、
信
じ
ら
れ
る
日
本
へ
。

発
想
を
変
え
、
選
択
を
変
え
、
仕
組
み
を
変
え
る
べ
き
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
が
世
界
に
向
け
て
開
国
し
た
明
治
維
新
か
ら
一
四
〇
年
有
余
、
旧
態
依
然
な
公
共
事
業
の
現
状
に
象
徴
さ
れ

る
官
僚
統
治・中
央
集
権
の
既
得
権
益
社
会
を
抜
本
的
に
改
め
る
べ
く
、
今
こ
そ
日
本
の「
改
国
」を
。

「
脱
し
が
ら
み
・
脱
な
れ
あ
い
」を
掲
げ
る
私 

田
中
康
夫
が
代
表
を
務
め
る
新
党
日
本
は
、「
社
会
的
公
正
」と「
経
済

的
自
由
」
を
同
時
に
達
成
し
、
混
迷
す
る
日
本
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
＝
躍
動
感
を
取
り
戻
す
為
に
“
日
本
の
大
掃
除
”

を
断
行
し
、「
フ
ェ
ア・オ
ー
プ
ン・シ
ン
プ
ル
＝
公
正・透
明・簡
素
」な
仕
組
み
を
形
作
る「
改
国
」を
始
め
ま
す
。

一 
 

供
給
側
＝
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
都
合
で
は
な
く
、
消
費
側
＝
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
サ
イ
ド
の
希
望
に
基
づ
き
、“
世
を

経お
さ

め
民
を
済す

く

う
”経
世
済
民
の
社
会
を
実
現
す
べ
く
、
政
府
と
行
政
組
織
の
抜
本
的
再
構
築
を
実
現
し
ま
す
。

二 
 

意
欲
を
有
し
、
智
恵
を
出
し
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
今
、
こ
の
瞬
間
も
全
国
津
々
浦
々
で
踏
ん
張
る
方
々
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
、
確
か
な
活
力
と
雇
用
を
生
み
出
す
為
の
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

三 
 

山
紫
水
明
の
美
し
き
日
本
列
島
の
景
観
を
護
る
と
共
に
、
多
種
多
様
な
生
物
が
棲
む
、
掛
け
替
え
の
な
い
地

球
環
境
を
保
持
す
る
政
策
を
実
行
し
ま
す
。

四 
 

真
っ
当
に
働
き
、
学
び
、
暮
ら
す
人
々
の
、
哀
し
み
や
不
安
を
取
り
除
き
、
誇
り
と
希
望
を
抱
き
得
る
日
本
の
、

優
し
さ
と
確
か
さ
に
包
ま
れ
た
新
し
い
社
会
保
障
の
創
出
を
促
進
し
ま
す
。

五 
 

名
実
共
に「
信
じ
ら
れ
る
日
本
」と
し
て
、
世
界
の
国
々
か
ら
、
世
界
の
企
業
か
ら
、
世
界
の
人
々
か
ら
認
め
ら

れ
る
べ
く
、
経
世
済
民
の
国
際
貢
献
を
担
い
ま
す
。

新
党
日
本
は
、「
労
働
集
約
的
産
業
の
拡
充
」「
職
業
教
育
訓
練
の
充
実
」「
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
最
低
生
活

保
障
」を
確
立
し
、
成
熟
し
た
経
済
社
会
＝
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
一
億
総
中
流
社
会
を
共
創
し
ま
す
。

さ
あ
、
信
じ
ら
れ
る
日
本
へ
。
日
本
の「
改
国
」、
始
ま
る
。

お
か
し
い
こ
と
は
、一
緒
に
変
え
て
い
こ
う
。

発想を変え・選択を変え・仕組みを変えよう
～パステルカラーに彩られた一億総中流社会を共創する～

既
得
権
益
に
群
が
る
政
治
家・官
僚・業
界・団
体（
政
官
業
団
）の

「
前
例
踏
襲
主
義
」を
溶
か
し
、「
し
が
ら
み
の
大
掃
除
」を
断
行
し
ま
す
。

12
「
脱
ダ
ム
」宣
言
こ
そ
、「
脱
ム
ダ
」宣
言
。す
べ
て
の
公
共
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、

切
磋
琢
磨
の
精
神
で
政
治
や
行
政
の「
ム
ダ
の
大
掃
除
」を
敢
行
し
ま
す
。

3
「
匠た

く
み

」の
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
モ
ノ
作
り
産
業
の
復
権
と
、

地
域
密
着
型
の
新・三
業
革
命
を
推
進
し
、日
本
の
文
化
と
伝
統
、風
土
に
根
差
し
た
、

経
世
済
民
の
経
済
の
成
熟
を
実
現
し
ま
す
。

4
「
人
が
人
の
お
世
話
を
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
」福
祉・医
療・教
育・介
護・観
光
分
野
を

支
援・育
成
し
、21
世
紀
型
の「
労
働
集
約
的
産
業
」で
社
会
を
成
熟
さ
せ
ま
す
。

5
す
べ
て
の
個
人
に
最
低
生
活
保
障
＝
ベ
ー
シ
ッ
ク･

イ
ン
カ
ム
を
支
給
し
、

「
年
金
」と「
生
活
保
護
」の
抜
本
的
な
統
合
を
図
る
中
で
、役
所
の
裁
量
行
政
の
ム
ダ
を
省
き
、

地
域
に
根
差
し
、向
上
心
に
溢
れ
る
日
本
の
中
流
家
庭
を
共
創
し
ま
す
。

6
天
変
地
異
等
の
困
難
に
直
面
し
た
地
域
へ
真
っ
先
に
駆
け
付
け
る
国
際
救
助
隊

「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
隊
」を
創
設
。東
西
南
北
に
ア
メ
リ
カ
、中
国・ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
、

ロ
シ
ア
が
位
置
す
る
日
本
の“
交
差
点
外
交
”を
確
立
し
ま
す
。

新
党
日
本
代
表

新党日本の
重点施策
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既
得
権
益
に
群
が
る
政
治
家・官
僚・業
界・団
体（
政
官
業
団
）の

「
前
例
踏
襲
主
義
」を
溶
か
し
、

「
し
が
ら
み
の
大
掃
除
」を
断
行
し
ま
す
。

す
べ
て
の
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
既
得
権
益
に
し
が
み
つ
く

企
業・団
体・組
合
と
行
政
と
の
癒
着
を
根
絶
し
ま
す
。

目
先
の
利
権
分
配
が
仕
事
の「
政ポ

リ
テ
ィ
シ
ャ
ン

事
屋
」か
ら
、

国
民
に
根
差
し
た
国
家
百
年
の
大
計
を

構
築・実
行
す
る「
政ス

テ
イ
ツ
マ
ン

治
家
」が
集
う
国
会
を
創
出
し
ま
す
。

国
家・地
方
公
務
員
制
度
の
抜
本
改
正
で
、

“
親
方
日
の
丸
”な
既
得
権
益
を
撤
廃
し
、

省
庁
益・部
署
益
の
都
合
で
左
右
さ
れ
る
現
在
の
行
政
意
識
か
ら
、

国
民
益・国
家
益
を
創
出
す
る
サ
ー
ビ
ス
マ
イ
ン
ド
に

溢
れ
る
中
央・地
方
政
府
へ
と
一
変
さ
せ
ま
す
。

提案

1

これぞ究極のゼロ予算事業！

“食文化の殿堂”フランスにも「アメリカ型消費社会」の波が押し寄せ、セン
トラルキッチンで製造・冷凍し、運搬後に解凍・加熱したパンを、大規模流通
店舗のコーナーで買い求める消費者が急増しました。
フランス語でブーランジュリと呼ばれるパン製造業者は危機感を募らせ、働き
者の我々を見捨てるな、と1990 年代半ばに訴えます。その結果、「パン屋と
いう呼称及びパン屋の標示」が「フランス消費法典」に加わりました。

「自分自身で選んだ原料を元に、生地を捏（こ）ね、発酵並びに型作り、更に
はパンを焼き上げる迄の一連の作業を、実際に販売する店舗に併設した工房で
確実に行う“真っ当”な職人のみがブーランジュリを名乗り、看板を掲げる事
が許される。違反者は 2 年の禁固、若しくは日本円で �00 万円の罰金」。
これぞ究極のゼロ予算事業。

「公益法人」とは名ばかりな天下り組織が設立される訳でも、不透明な補助金
が計上される訳でもなく、僅か数行の法令の文章が、真っ当に働き・学び・暮
らす人々に勇気と希望を与える。政治のあるべき姿です。

提案

2
提案

3

経世済民を実現する
行政・財政改革 Ⅰ

1
「
怯ひ
る

ま
ず
・屈
せ
ず
・逃
げ
ず
」の
気
概
を
抱
い
て
、

「
脱
し
が
ら
み・脱
な
れ
あ
い
」政
治
を
！

①  

官
僚
任
せ
だ
っ
た
予
算
の
積
み
上
げ
書
を
精
査

し
、
前
例
踏
襲
的
な
事
業
を
徹
底
排
除
す
る
。

②  
国
と
地
方
の
公
益
法
人
や
独
立
行
政
法
人
等
の

外
郭
団
体
の
抜
本
的
廃
止
と
補
助
金
撤
廃
を
実

施
す
る
。

③  

会
計
検
査
院
の
上
部
組
織
に
、
国
民
か
ら
選
ば

れ
た
検
察
審
査
会
的
な
委
員
会
を
、
各
分
野
で

設
置
す
る
。

④  

都
市
基
盤
整
備
に
象
徴
さ
れ
る
国
家
的
大
計

で
取
り
組
む
べ
き
事
業
は
敢
え
て
政
府
に
戻
し
、

外
郭
団
体
で
あ
る
が
故
に
天
下
り
官
僚
が
高
給

を
食
む
不
透
明
な
構
造
を
改
め
る
。

①  

各
省
庁
の
課
長
級
以
上
の
人
事
は
、
担
当
大
臣

が
自
ら
選
考
・
任
命
す
る
。

②  

政
府
審
議
会
委
員
人
事
も
、
担
当
大
臣
が
自
ら

選
考
・
任
命
し
、
省
庁
の
官
僚
推
薦
、
各
種
の

業
界
・
団
体
推
薦
に
基
づ
く
任
命
を
廃
止
す
る
。

③  

国
家
・
地
方
公
務
員
の
天
下
り
を
禁
止
し
、
退
職

金
の
二
重
、
三
重
払
い
を
解
消
す
る
。

④  

国
家
・
地
方
公
務
員
の
課
長
級
以
上
、
若
し
く

は
40
歳
以
上
に
任
期
付
き
年
俸
制
度
を
導
入
し
、

5
年
ご
と
に
人
事
考
査
・
再
契
約
を
行
う
。
任

期
付
き
年
俸
制
度
を
希
望
し
な
い
公
務
員
に
関

し
て
は
、
そ
の
年
収
を
国
民
所
得
の
1.2
倍
以
内

と
す
る
。

⑤  

地
勢
圏
・
経
済
圏
・
交
通
圏
・
文
化
圏
等
を
考
慮
せ

ず
、
単
な
る
47
都
道
府
県
の
順
列
・
組
み
合
わ

せ
に
留
ま
る
道
州
制
は
不
毛
な
論
議
と
し
て
明

確
に
否
定
す
る
。
地
域
に
根
差
し
た
小
規
模
市

町
村
の
持
続
的
自
律
を
目
指
し
て
、
清
掃
・
消

防
等
の
一
部
事
務
組
合
の
発
想
で
市
町
村
連
合

を
構
築
し
、
国
や
都
道
府
県
の
予
算
や
権
限
を

移
譲
し
、
現
在
の
3
層
構
造
を
2
層
構
造
に
近

付
け
る
。

⑥  

国
家
事
業
の
直
轄
負
担
金
に
反
対
す
る
都
道
府

県
が
、
半
ば
強
制
的
に
市
町
村
か
ら
徴
収
す
る

都
道
府
県
事
業
に
対
す
る
二
枚
舌
の
負
担
金
を

即
時
廃
止
す
る
。

⑦  

既
得
権
益
集
団
の
利
権
と
化
し
て
い
る
同
和
予

算
に
徹
底
し
た
メ
ス
を
入
れ
る
。
同
様
に
、
そ

の
実
態
は
森
林
組
合
の
人
件
費
と
化
し
、
肝
心

の
間
伐
等
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
自
治
体
の
森

林
税
も
見
直
し
を
図
る
。

①  

国
・
地
方
を
問
わ
ず
、
議
員
・
首
長
は
同
一
選
挙

区
か
ら
の
連
続
4
回
以
上
の
立
候
補
を
禁
止
す

る
と
共
に
、
三
親
等
以
内
の
親
族
の
公
設
秘
書

等
へ
の
登
用
も
禁
止
す
る
。

②  

選
挙
制
度
の
抜
本
的
改
革
で
、
衆
議
院
と
参
議

院
の
役
割
を
明
確
化
し
、
衆
議
院
議
員
は
比
例

区
を
廃
止
し
、
選
挙
区
選
出
の
み
と
す
る
。
参

議
院
議
員
は
全
国
比
例
区
選
出
、
並
び
に
中

央
VS
地
方
の
不
毛
な
二
項
対
立
を
解
消
す
べ
く
、

フ
ラ
ン
ス
等
に
倣な

ら

っ
て
47
都
道
府
県
と
18
政
令

指
定
都
市
の
首
長
が
兼
務
す
る
構
成
に
改
め
る
。

③  

立
候
補
休
暇
、
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
等
の

休
暇
、
休
業
の
保
証
を
確
立
す
る
「
選
挙
休
暇

法
」を
制
定
し
、
公
職
選
挙
に
関
わ
り
や
す
い
社

会
環
境
の
設
定
を
行
う
。

④  

政
治
団
体
、
N
P
O
法
人
に
対
す
る
個
人
献
金

の
税
額
控
除
を
拡
大
す
る
。

⑤  

議
会
中
継
を
始
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
専

門
C
A
T
V
「
C—

S
P
A
N
」
同
様
の
メ
デ
ィ

ア
を
設
立
し
、
一
人
ひ
と
り
の
国
民
が
情
報
を

的
確
に
読
み
解
く
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
＝
洞

察
力
を
高
め
る
。
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「
脱
ダ
ム
」宣
言
こ
そ
、「
脱
ム
ダ
」宣
言
。

す
べ
て
の
公
共
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、

切
磋
琢
磨
の
精
神
で
政
治
や
行
政
の

「
ム
ダ
の
大
掃
除
」を
敢
行
し
ま
す
。

切
磋
琢
磨
の
一
般
競
争
入
札
を
徹
底
し
、

道
路・河
川
を
始
め
と
し
た
公
共
財
の
維
持
修
繕
に

重
き
を
置
い
た
、地
域
密
着
型
の
公
共
事
業
へ
と
大
転
換
し
ま
す
。

躍
動
感
に
溢
れ
た
社
会
を
取
り
戻
す
べ
く
、

税
金
の
私
企
業
救
済・個
人
の
債
務
保
証
に

斬
新
な
ル
ー
ル
を
設
定
し
ま
す
。

増
税
な
き
財
政
再
建
を
実
現
す
べ
く
、

「
フ
ェ
ア・オ
ー
プ
ン・シ
ン
プ
ル
＝
公
正・透
明・簡
素
」な

税
制
を
導
入
し
ま
す
。

切磋琢磨の一般競争入札と
外郭団体の統廃合で「財源」を生み出す！

「脱・談合知事」の田中康夫は、公共事業に留まらず、あらゆる分野
の事業で、談合の温床だった不透明な随意契約、弱肉強食の指名
競争入札を、全国に先駆けて廃止し、公明正大・切磋琢磨の一般
競争入札を全面的に導入しました。
限りなく100％に近い談合状態だった平均落札率は、�� 都道府県
で最も低い 80％弱となりました。従来は１ヵ所 100 万円要していた
事業を、1ヵ所 80 万円で実施可能とし、不透明な税金の流れを断
ち切ったのです。
大企業の孫請け、ひ孫請けに甘んじていた地元企業も直接応札が可
能となり、従来の 8 掛けでも十二分に採算が取れる、と土木建設業
者も賛同するに至りました。
ヤマト運輸“中興の祖”として知られる小倉昌男氏を委員長に起用し、
不透明な天下りと補助金の伏魔殿だった外郭団体をゼロベースで見
直したのも、「発想を変え、仕組みを変えよう」とした一環です。委
託料・補助金・負担金と職員派遣の全面的見直しに留まらず、団体
の廃止・統合・縮小も敢行し、見直し比率は既存 �� 団体の 9�％
に及びました。冗費を削減する。当たり前の話です。

複
雑
で
不
透
明
な
現
行
の
法
制
度
を
、

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
て
抜
本
改
正
し
ま
す
。

提案

1
提案

2
提案

3
提案

4

経世済民を実現する
行政・財政改革 Ⅱ

2
「
フ
ェ
ア・オ
ー
プ
ン・シ
ン
プ
ル
＝
公
正・
透
明
・
簡
素
」

な
政
治
を
！

「脱ダム宣言」は公共事業の質的転換宣言！

長野県知事就任半年後の 2001 年 2 月20 日に田中康夫が発した「脱
ダム宣言」は、ダムを「造る VS 造らない」の二元論ではありません。
国土交通省の直轄ダムも、都道府県の補助ダムも、総事業費の � 割を
政府が負担し、残り3 割は地元自治体の負担です。それはダム以外の
橋梁や隧道等の巨大公共事業でも同じ負担割合。
他方で、総事業費の 8 割は東京や大阪が本社のスーパーゼネコンの事
業共同体（JV）に支払われます。即ち、地元企業へは全体の 2 割に
留まり、地元住民は持ち出しです。
巨大公共事業の絡繰りとは実は、霞ヶ関の官僚機構が編み出した上納・献上システムだったのです。
ならば、地域の企業が担当可能な、護岸の補修や河川の浚渫、上流の森林整備に予算を振り向け
た方が、確かな雇用と活力を地域に生み出します。
脱・中央集権の精神で、地元密着型の公共事業への転換を。それが「脱ダム宣言」なのです。

①  

不
透
明
な
公
共
事
業
の
入
札
に
留
ま
ら
ず
、「
脱
・

談
合
」「
脱
・
随
意
契
約
」の
気
概
を
抱
い
て
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
一
般
競
争
入
札
制
度
へ
の
変
更

を
実
施
し
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
。

②  

慣
例
化
し
て
い
る
各
種
団
体
・
法
人
等
と
の
随

意
契
約
を
即
時
全
廃
す
る
。

③  

年
末
、
年
度
末
に
集
中
す
る
道
路
工
事
は
、
単

年
度
予
算
の
弊
害
。
複
数
年
度
予
算
に
変
更
し
、

シ
ー
ム
レ
ス
＝
継
ぎ
目
の
無
い
事
業
実
施
を
図
る
。

④  

切
磋
琢
磨
の
一
般
競
争
入
札
こ
そ
、
従
来
は
孫

請
け
、
ひ
孫
請
け
に
甘
ん
じ
て
い
た
地
域
密
着

の
中
小
零
細
企
業
に
門
戸
を
開
放
し
、
地
域
に

確
か
な
雇
用
と
活
力
を
齎
す
「
B
to
Ｃ
」
の
直
接

発
注
で
あ
る
。

①  

税
率
議
論
の
前
に
、先
ず
は
徹
底
し
た「
脱
ム
ダ
」

宣
言
の
実
践
を
図
る
。

②  

不
公
正
な
益
税
を
排
除
す
べ
く
、
他
国
同
様

に
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
を「
消
費
税
」に
導
入
す
る
。

そ
の
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
同
様
に
食
料
品
及
び
医

薬
品
に
対
す
る
消
費
税
を
廃
止
す
る
。

③  

脱
税
を
防
ぎ
、
所
得
を
公
正
に
捕
捉
す
る
べ
く
、

事
業
者
を
含
め
た
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
を

開
始
す
る
。

④  「
最
低
生
活
保
障
＝
ベ
ー
シ
ッ
ク･
イ
ン
カ
ム 

BI
」

を
実
現
す
る
為
に
、
所
得
税
と
法
人
税
、
消
費

税
の
簡
素
化
と
透
明
化
を
実
施
す
る
。

①  

公
的
資
金
注
入
を
厳
格
化
し
、
金
融
機
関
へ
注

入
す
る
場
合
は
、
執
行
役
員
以
上
の
全
経
営
陣

の
退
陣
を
条
件
と
す
る
。
製
造
業
を
始
め
と
す

る
一
般
企
業
へ
の
公
的
資
金
注
入
は
、
政
府
系

金
融
機
関
経
由
も
含
め
、
社
会
的
公
正
と
経
済

的
自
由
の
観
点
か
ら
疑
念
が
生
じ
る
為
、
原
則

禁
止
す
る
。

②  

中
小
事
業
者
の
自
殺
を
防
ぐ
べ
く
、
連
帯
保
証

人
制
度
を
撤
廃
す
る
。

①  

役
人
に
よ
る
役
人
の
為
の
、
役
人
を
利
す
る
時

代
錯
誤
な
法
律
、
政
令
、
省
令
、
条
例
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
す
。

②  

裁
判
員
制
度
は
交
通
裁
判
に
限
定
す
る
と
共
に
、

行
政
訴
訟
、
上
場
企
業
の
過
失
を
争
う
訴
訟
に

対
す
る
陪
審
員
制
度
を
導
入
す
る
。

③  

フ
ラ
ン
ス
の
消
費
法
典
に
倣
っ
て
、
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
・
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド（
消
費
者
第
一
主
義
）な

「
消
費
者
基
本
法
」を
制
定
す
る
。

④  

昨
秋
、
済
し
崩
し
的
に
可
決
し
た
国
籍
法
改
悪

に
反
対
し
、
D
N
A
鑑
定
と
扶
養
義
務
を
明
記

し
た
再
改
正
を
行
う
。

ダム建設の財源構成

●ダムの
財源構成

●JVの構成

国庫負担金
 50%
国が70%負担

中央のゼネコンへ80%還元

交付税
 20%

一般財源
 30%
自治体負担

A社［県外］
 50%

B社［県外］
 30%

B社［県内］
 20%
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「
匠た

く
み

」の
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
モ
ノ
作
り
産
業
の
復
権
と
、

地
域
密
着
型
の
新・三
業
革
命
を
推
進
し
、日
本
の
文
化
と
伝
統
、

風
土
に
根
差
し
た
、経
世
済
民
の
経
済
の
成
熟
を
実
現
し
ま
す
。

新・三
業
革
命（
農
業・林
業・漁
業
）と「
匠
」の
復
権
で
、

安
心・安
全・納
得・期
待
の
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア・エ
ネ
ル
ギ
ー
を

技
術
開
発
に
対
す
る
政
策
的
誘
導
で
実
現
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高
め
ま
す
。

「
造
る
か
ら
直
す
」へ
。地
域
密
着
型
の
雇
用
を
創
出
す
る

社
会
資
本
投
資
へ
と
、安
心・安
全
の
観
点
で

公
共
事
業
の
在
り
方
を
大
転
換
し
ま
す
。

「木製ガードレール」誕生は景観形成、
森林整備、地域雇用のシンボル！

鉄製ガードレールの製造元は、日本中で僅か � 社。何
れも大手製鉄会社の傘下です。しかも、県道から村道
に至るまで、事業費の � 割を国庫で負担の建設時と異
なり、維持修繕とガードレールの設置費用は全額、地
元の自治体負担。知事就任直後、田中康夫は県内の土
木建設業者と共に試行錯誤を重ね、鋼鉄製ガードレー
ルと同等の強度を有する信州型木製ガードレールが認
証を受けました。設置部分に留まる鉄製と異なり、間
伐から製造・設置まで、地域雇用の � 倍増を達成です。

提案

1
提案

2
提案

3

3
経世済民に根差した
産業・雇用政策 Ⅰ

「
的
確
な
認
識
と
信
念・迅
速
な
決
断
と

行
動・明
確
な
責
任
と
評
価
」の
政
治
を
！

①  

農
地
の「
総
合
評
価
制
度
」（
市
場
・
土
壌
・
環
境
・

雇
用
・
ア
ク
セ
ス
等
）を
導
入
し
、
所
得
補
償
の

基
準
を
明
確
化
す
る
。

②  
無
農
薬
作
物
（
レ
ス
100
）、
減
農
薬
作
物
（
レ
ス

50
）
の
栽
培
者
に
対
す
る
奨
励
金
を
設
け
、
価

格
補
償
を
す
る
。

③  

原
産
地
呼
称
管
理
制
度
を
全
国
規
模
で
導
入
し
、

食
糧
自
給
率
の
向
上
を
図
る
。

④  

耕
作
放
棄
地
で
の
災
害
発
生
を
防
止
す
べ
く
、

梅
、
竹
等
の
植
樹
を
行
う
所
有
者
に
助
成
金
を

交
付
す
る
。

⑤  

河
川
・
用
水
路
の
三
面
張
り
護
岸
を
撤
去
し
、
多

自
然
型
護
岸
と
す
る
。
同
じ
く
防
雪
柵
を
撤
去

し
、
暴
風
・
防
雪
林
を
植
樹
す
る
。

⑥  

国
土
面
積
の
3
割
を
占
め
る
に
も
拘
ら
ず
荒
廃

す
る
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
針
葉
樹
林
の
間
伐
を

今
後
5
年
間
で
完
遂
し
、
中
山
間
地
に
雇
用
を

創
出
す
る
森
林
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
展
開
す
る
。

⑦  

国
産
材
・
間
伐
材
の
利
用
を
促
進
す
る
べ
く
、
木

製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
家
具
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
ナ

ノ
カ
ー
ボ
ン
等
へ
の
助
成
金
を
弾
力
的
に
交
付

す
る
。

⑧  

上
流
域
の
広
葉
樹
林
を
整
備
し
、
海
の
養
殖
事

業
の
活
性
化
を
支
援
す
る
。

①  

全
国
津
々
浦
々
す
べ
て
の
駅
前
か
ら
半
径

５
０
０
m
以
内
の
電
線
地
中
化
を
実
現
し
、
片
側

に
歩
道
を
設
置
す
る
。

②  

全
国
津
々
浦
々
す
べ
て
の
小
中
高
等
学
校
の
校

舎
耐
震
化
を
5
年
以
内
に
実
現
す
る
。

③  

全
国
津
々
浦
々
す
べ
て
の
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
の

緊
急
強
度
点
検
を
実
施
し
、
補
強
工
事
を
実
施

す
る
。

④  

現
在
事
業
中
・
計
画
中
の
直
轄
ダ
ム
・
補
助
ダ
ム

の
す
べ
て
を
一
旦
凍
結
し
、
治
水
計
画
の
抜
本

的
見
直
し
を
行
う
。

⑤  

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ
く
、
避
難

対
策
と
堤
防
補
強
を
優
先
的
に
実
施
し
、
家
屋

移
転
を
含
め
た
新
し
い
街
作
り
を
推
進
す
る
。

⑥  

ダ
ム
事
業
へ
の
手
厚
い
補
助
を
廃
止
し
、
す
べ

て
の
工
法
へ
の
補
助
率
を
同
じ
に
し
、
脱
ダ
ム

の
治
水
を
推
進
す
る
。

⑦  

す
べ
て
の
河
川
を
台
風
一
過
の
秋
に
は
点
検
し
、

河
床
整
理
と
呼
ば
れ
る
浚
渫
に
要
す
る
補
正
予

算
を
計
上
す
る
。

⑧  

河
川
氾
濫
の
遠
因
と
な
る
橋
脚
型
橋
梁
を
撤
廃

し
、
無
橋
脚
型
へ
と
転
換
す
る
。

⑨  

川
は
万
人
の
共
有
物
と
の
視
点
に
立
ち
、
明
治

29
年
以
来
、
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
慣
行

水
利
権
を
抜
本
的
に
見
直
す
。

⑩  

地
下
水
法
を
制
定
す
る
と
共
に
、
水
源
地
の
森

林
を
公
有
化
し
、
安
全
保
障
と
し
て
の
水
を
戦

略
的
に
確
保
す
る
。

①  

水
素
、
バ
イ
オ
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
日
本

の
戦
略
的
資
源
と
し
て
、
集
中
的
な
技
術
開
発

を
行
う
。

②  

日
本
の
風
土
を
活
か
し
た
「
小
水
力
＝
水
車
発

電
」設
置
の
法
的
簡
素
化
で
、
地
産
地
消
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
確
保
す
る
。

③  

現
在
は
大
半
の
導
管
に
ス
テ
ン
レ
ス
を
用
い
る

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
を
高
め
る
べ
く
、
腐

食
に
強
い
チ
タ
ン
を
海
水
冷
却
部
分
、
ニ
ッ
ケ

ル
ク
ロ
ム
を
高
温
高
圧
部
分
で
使
用
す
る
厳
格

な
基
準
を
具
体
的
に
規
定
す
る
。
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「
人
が
人
の
お
世
話
を
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
」

福
祉・医
療・教
育・介
護・観
光
分
野
を
支
援・育
成
し
、

21
世
紀
型
の「
労
働
集
約
的
産
業
」で
社
会
を
成
熟
さ
せ
ま
す
。

医
療
政
策

無
味
乾
燥
な
数
字
至
上
主
義
が
生
ん
だ
医
療
崩
壊
を
食
い
止
め
、

体
温
を
有
す
る
一
人
ひ
と
り
の
人
間
と
向
き
合
っ
た

医
療
再
生
を
実
現
し
ま
す
。

教
育・文
化
政
策

教
育
こ
そ
、よ
り
良
き
未
来
へ
の
投
資
で
す
。

画
一
的
な
教
育
制
度
を
廃
止
し
、

自
律
し
た
個
々
人
を
育
む
学
習
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

仕
し

舞
も

た屋を「宅幼老所」として有効活用！

商店街の空き店舗、集落の空き家を改修して、お年寄りのデ
イサービスと、0 歳～ 3 歳の乳幼児保育を“ひとつ屋根の下”
で実現する「宅幼老所」。新築でなければ認めなかったハコモ
ノ発想の厚生労働省を説き伏せて、小学校の学区単位で県下
に 300ヵ所、独自予算で実施しました。きめ細やかな地域分
散型であって世代分断型ではない、高齢者と乳幼児が互いの
智恵と元気を分かち合う、新しい地域福祉の在り方です。

「30人規模学級」できめ細かい教育を提供する！

既得権益の伏魔殿だった入札制度と外郭団体に田中康夫はメ
スを入れ、都合 � 年間の知事在任中、全国 �� 都道府県で唯
一、起債残高＝借金を � 年連続で減少させ、同じく全国唯一、
� 年度連続で基礎的財政収支＝プライマリーバランスの黒字
化を達成。そこで生まれた余剰予算を原資に日本で最初に「30
人学級」を小学校全学年で導入すると共に、不適格教員の再
教育制度を始め、教育の再生と充実を図りました。

提案

1
提案

3

介
護・福
祉
政
策

介
護
保
険
制
度
を
、利
用
者
の
視
点
に
立
っ
て

抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。

提案

2

4
経世済民に根差した
産業・雇用政策 Ⅱ

「
優
し
さ・
確
か
さ・
美
し
さ
」を
目
指
し
、

「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
」政
治
を
！

①  「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
を
廃
止
し
、
75
歳
以

上
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施
す
る
。

②  

診
療
報
酬
制
度
を
根
底
か
ら
見
直
し
、
給
与
・

勤
務
時
間
を
始
め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
待
遇

改
善
を
促
進
す
る
。

③  

子
育
て
等
で
家
庭
に
入
っ
た
女
性
医
師
、
高

齢
な
医
師
が
、
地
域
基
幹
病
院
と
連
携
し
た

S
O
H
O
的
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
地
域
医

療
に
貢
献
出
来
る
環
境
を
推
進
す
る
。

　

 

※
S
O
H
O
＝
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス・ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス

④  

無
医
地
区
と
最
寄
り
の
地
域
基
幹
病
院
を
結
ぶ

医
療
巡
回
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
、
高
齢

者
や
子
育
て
世
代
の
安
心・安
全
を
確
立
す
る
。

⑤  

輸
血
に
よ
る
感
染
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
為

に
、
欧
米
並
び
に
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
実
施
さ
れ

て
い
る
輸
血
用
血
液
製
剤
の
不
活
化
処
理
を
早

急
に
全
面
導
入
す
る
。
成
分
分
離
も
含
め
た「
自

己
血
の
血
液
バ
ン
ク
」を
全
国
展
開
す
る
。

①  

机
上
の
空
論
と
化
し
た「
介
護
保
険
法
」を
、
利

用
者
と
家
族
、
現
場
事
業
者
と
従
事
者
の
意
見

を
的
確
に
反
映
し
た
上
で
見
直
す
。

② 

介
護
職
員
の
待
遇
改
善
を
早
急
に
実
現
す
る
。

③  

羊
頭
狗
肉
な「
障
害
者
自
立
支
援
法
」の
抜
本
的

見
直
し
と
、
障
害
者
の
地
域
移
行
を
「
長
野
方

式
」で
き
め
細
や
か
に
促
進
す
る
。

④  

小
学
校
区
に
最
低
一
つ
の
「
宅
幼
老
所
」
を
設
置

し
、
高
齢
者
と
乳
幼
児
が
一
緒
に
昼
食
を
摂
り
、

お
昼
寝
す
る
、
地
域
分
散
型
で
世
代
分
断
型
で

な
い
優
し
く
確
か
な
福
祉
を
実
現
す
る
。

①  「
ゆ
と
り
教
育
」か
ら
、
切
磋
琢
磨
の「
信
じ
ら
れ

る
教
育
」へ
の
転
換
を
図
る
。

②  

信
じ
ら
れ
る
日
本
の「
公
立
学
校
」教
育
を
復
活

し
、
高
等
学
校
ま
で
の
少
人
数
学
級
と
無
償
化

を
推
し
進
め
る
。

③  

生
涯
教
育
こ
そ
活
力
の
源
泉
、
と
の
視
点
に
立

ち
、
生
涯
学
習
に
個
人
が
投
じ
た
費
用
を
税
額

控
除
対
象
と
す
る
。

④  

し
て
良
い
事
と
悪
い
事
の
道
理
を
体
得
さ
せ
る

「
躾
の
時
間
」
を
、
三
歳
児
ま
で
の
幼
児
に
義
務

化
す
る
。

⑤  

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
歴
史
と
日
本
の
伝
統
文

化
・
芸
術
を
学
ぶ
時
間
を
、
中
学
校
・
高
等
学
校

に
新
設
す
る
。

⑥  

全
国
津
々
浦
々
、
ど
こ
で
も
分
け
隔
て
無
く
、

子
供
が
読
書
に
親
し
め
る
環
境
を
与
え
る
べ

く
、
学
校
図
書
購
入
費
は
国
庫
負
担
と
す
る
。

⑥  

医
療
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
医
療
用
材
料
の
輸

入
関
税
を
撤
廃
す
る
。

⑦  

海
難
審
判
庁
に
準
じ
た
医
療
過
誤
審
判
制
度
を

導
入
し
、
医
療
現
場
の
精
神
的
萎
縮
を
防
ぐ
。

⑧  
日
本
と
並
ぶ
食
文
化
の
歴
史
を
誇
る
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
同
様
に
、
料
理
店
内
で
の
全
面
禁
煙

を
法
制
化
す
る
。

Declaration 2009
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す
べ
て
の
個
人
に
最
低
生
活
保
障（
＝
ベ
ー
シ
ッ
ク･
イ
ン
カ
ム･

BI
）を
支
給
し
、

「
年
金
」と「
生
活
保
護
」の
抜
本
的
な
統
合
を
図
る
中
で
、

役
所
の
裁
量
行
政
の
ム
ダ
を
省
き
、

地
域
に
根
差
し
、向
上
心
に
溢
れ
る
日
本
の
中
流
家
庭
を
共
創
し
ま
す
。

「
最
低
生
活
保
障
」（ベ
ー
シ
ッ
ク・イ
ン
カ
ム・
BI
）の
導
入

北
欧
諸
国
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
ベ
ー
シ
ッ
ク･

イ
ン
カ
ム
は
、

生
活
に
必
要
な
最
低
限
の
費
用
を
、

す
べ
て
の
個
人
に
無
条
件
で
支
給
す
る
画
期
的
な
制
度
で
す
。（コ
ラ
ム
参
照
）

ベーシック・インカム
という考え方

社会保障制度が前提としていた「労働」と「家族」の形態は、
変容しています。雇用の不安定化と非正規化が進行すると
同時に、「男性稼ぎ手モデル」の専業主婦型家族が「標準家族」
とは最早、規定し得ない社会状況が到来しているのです。
ベーシック･インカム構想とは実は、大きな政府論とは対極に
位置します。個人所得税制に於ける所得控除は不要となり、
税制と社会保障制度の統合が実現し、社会保険料の徴収や
記録に関わっていた役所と経費、福祉給付で不可欠だった
選別主義的な資力調査に投じる経費も不要となります。
経営の観点に立っても、仮に月額 20 万円の給与を支給す
る為に、企業も社会も総額 30 万円のコストを投じていると
したなら、無条件に 20 万円を所得保障した方が、個人に
立脚した中福祉・低負担の効率的な社会を実現可能としま
す。脱・福祉の切り捨て、脱・行政の肥大化を同時に達成
し得るのです。

提案

1

5
北欧型社会保障実現
への具体的道程

①  

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
毎
月
一
定
の
金
額

を
一
律
に
、
一
人
ひ
と
り
に
配
当
す
る
。

②  

現
行
の
社
会
保
障
給
付
（
保
険
、
手
当
、
扶
助
）

に
於
け
る
、
現
金
給
付
部
分（
年
金
、
生
活
保
護
、

失
業
保
険
等
）に
関
し
て
抜
本
的
な
統
合
を
図
る

と
共
に
、
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
に
は
積
極

的
加
算
を
実
施
す
る
。

③  

年
金
受
給
資
格
者
に
は
、
既
に
4
年
前
か
ら
新

党
日
本
が
提
唱
す
る
、
毎
月
の
積
立
実
績
と
将

来
の
支
給
金
額
を
明
確
に
印
字
す
る
年
金
通

帳
を
導
入
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
積
立
金
額
、

積
立
期
間
に
応
じ
て
年
金
支
給
総
額
を
明
示
し
、

そ
の
総
額
を
保
証
す
る
と
共
に
、
一
括
給
付
か

毎
月
の
BI
へ
の
上
乗
せ
か
、
選
択
制
と
す
る
。

④  

裁
量
行
政
の
象
徴
的
存
在
の
社
会
保
険
庁
、
各

自
治
体
の
福
祉
事
務
所
は
役
割
を
終
え
る
為
、

順
次
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

ワ
ー
カ
ー
ズ・コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
育
成

協
働
出
資・協
働
経
営・協
働
労
働
に
よ
る
公
正
な
職
場
の
創
出
こ
そ
、

脱・モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
な
人
間
ら
し
い

地
域
社
会
の
再
生
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

 

「
協
働
労
働
の
協
同
組
合
」の
法
制
化
を
実
現
す
る
。

提案

4

デD
e

c
e

n
t

 
W

o
r

k

ィ
ー
セ
ン
ト・ワ
ー
ク
の
確
立

画
一
的
な
最
低
賃
金
を
改
め
、生
活
保
護
を
上
回
る
、

業
種
別・地
域
別
の
き
め
細
か
な
最
低
賃
金
を
策
定
し
、

働
き
甲
斐
を
感
じ
ら
れ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
＝
デ
ィ
ー
セ
ン
ト・

ワ
ー
ク
に
携
わ
る“
一
億
総
中
流
社
会
”を
共
創
し
ま
す
。

提案

5

①  

予
算
的
に
も
欧
米
と
比
較
し
て
遙
か
に
手
薄
な

各
種
の
職
業
訓
練
制
度
を
充
実
す
る
。

②  

日
本
が
誇
る
モ
ノ
作
り
の
現
場
の
み
な
ら
ず
、

人
が
人
の
為
に
尽
く
す
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
介

護
・
観
光
の
分
野
で
も
、「
匠
」
の
技
術
と
精
神

を
次
世
代
へ
伝
承
す
る
。

③  「
信
州
き
こ
り
講
座
」に
象
徴
さ
れ
る
新
・三
業
革

命
の
担
い
手
を
育
成
す
る
職
業
訓
練
に
国
家
的

規
模
で
取
り
組
み
、
旧
来
型
公
共
事
業
依
存
体

質
か
ら
の
地
域
に
於
け
る
構
造
転
換
を
図
る
。

「
い
つ
で
も・
ど
こ
で
も・だ
れ
も
が
」

参
加
す
る
意
欲
と
機
会
を
持
て
る
社
会
を
！
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シミュレーション「ベーシック・インカム（BI）」

乳幼児から高齢者まで、1人月額 � 万円のベーシック･インカ
ムを保証した場合は、以下の所得となります。現状の基礎控
除と医療保険の徴収は相殺してあります。

 ケース １  年収 200 万円　４人家族の場合
● 最低生活保障（BI）
　４人×５万円×12 か月＝ 2�0 万円（非課税）
● 家計所得
 200 万円× 0.9 ＝ 180 万円（所得税 10％）
  計 �20 万円

 ケース2  年収 450 万円　３人家族の場合
● 最低生活保障（BI）
　3 人× � 万円×12 か月＝ 180 万円（非課税）
● 家計所得
 ��0 万円× 0.8 ＝ 3�0 万円（所得税 20％）
  計 ��0 万円



1�1�

天
変
地
異
等
の
困
難
に
直
面
し
た
地
域
へ
真
っ
先
に
駆
け
付
け
る

国
際
救
助
隊「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
隊
」を
創
設
。

東
西
南
北
に
ア
メ
リ
カ
、中
国・ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
、

ロ
シ
ア
が
位
置
す
る
日
本
の“
交
差
点
外
交
”を
確
立
し
ま
す
。

国
際
救
助
隊「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
隊
」（仮
称
）を
創
設
し
ま
す
。

外
交
文
書
公
開
の
原
則
を
法
制
化
し
ま
す
。

提案

1
提案

2

6
信じられる日本の
外交・安全保障政策

各
種
国
際
機
関
で
貢
献
す
る
職
員
の
養
成
学
校
を
新
設
し
、

日
本
で
の
生
活
体
験
を
有
す
る
国
際
公
務
員
の
活
躍
を
促
進
し
ま
す
。

提案

3

ド
ル
、ユ
ー
ロ
に
続
く“
第
三
の
通
貨
”誕
生
に
向
け
て
、

目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
続
け
る

「
B
R
I
C'

s
」4
カ
国
と
の
具
体
的
協
議
を
開
始
し
ま
す
。　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

B
R
I
C'

s 

＝
ブ
ラ
ジ
ル・ロ
シ
ア・イ
ン
ド・中
国

提案

4

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
倣な

ら

い
、日
本
主
導
で
統
一
漢
字
体
を
確
立
し
、緩

や
か
な
ア
ジ
ア
の
連
帯
を
文
字
か
ら
進
め
ま
す
。

提案

5

サンダーバード

21 世紀を舞台に、19�� 年にイギリスで放映され
た、精巧な糸操り人形を用いた特殊撮影 TV 番組。
世界各地で発生した事故や災害で危機に瀕した人々
を救出すべく、ハイテクの粋を集めた各種機材を
搭載したサンダーバード機で、国際救助隊（IR：
International Rescue）が、いち早く駆け付ける物語。
日本でも 19�� 年に NHK が放送を開始するや、子
供番組の枠を超えて一種の社会現象となる程、人気
を博した。

2
0
5
0
年
迄
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
半
減
を
地
球
規
模
で

実
現
す
べ
く
、世
界
の
3
割
の
排
出
量
を
占
め
る
中
国
、イ
ン
ド
と

日
本
の
3
国
に
よ
る
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

提案

6

ア
メ
リ
カ
、中
国・ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
、ロ
シ
ア
と
の“
交
差
点
外
交
”

を
展
開
し
、経
済
、ヒ
ト
、モ
ノ
、マ
ネ
ー
、文
化
等
の
多
分
野
で
、

中
継
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
持
続
的
成
熟
を
戦
略
的
に
構
築
し
ま
す
。

提案

7
 

地
震
・
津
波
等
の
天
変
地
異
、
内
戦
や
飢
餓
に
直
面

し
た
地
球
上
の
各
地
へ
い
ち
早
く
駆
け
付
け
、
救
助

活
動
や
医
療
支
援
、
住
宅
再
建
等
を
実
施
す
る
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
隊
」（
仮
称
）
へ
と
自
衛
隊
を
改
組
す

べ
く
、
具
体
的
検
討
を
開
始
す
る
。
医
師
の
中
村

哲
氏
が
代
表
を
務
め
る「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
実
践
す
る
医
療
事
業
、

水
源
確
保
事
業
、
農
業
計
画
活
動
こ
そ
は
、
世
界
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
に
相
応
し
き
、
ま
さ
し
く

世
の
中
を
治
め
、
民
の
苦
し
み
を
救
う「
経
世
済
民
」

的
な
国
際
援
助
の
在
り
方
。

 

あ
ら
ゆ
る
外
交
文
書
に
保
存
義
務
を
課
し
、
毀
棄

行
為
に
対
す
る
厳
格
な
罰
則
規
定
を
設
け
る
。
ア
メ

リ
カ
並
み
に
1�
年
経
過
後
に
は
一
般
公
開
す
る
。

 

国
際
機
関
に
勤
務
す
る
ア
ジ
ア
出
身
者
を
養

成
し
、
国
際
連
合
分
担
金
に
見
合
っ
た
日
本

の
存
在
感
を
高
め
る
。

「
出
来
る
事
を・出
来
る
場
所
で・

出
来
る
人
が・出
来
る
限
り
貢
献
す
る
」社
会
を
！
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スマトラ沖地震（2004.12）「写真提供：ロイター＝共同」



言
宣
党
結
本
日
党
新失

敗
を
恐
れ
て
い
た
ら
、

新
し
い
提
案
な
ど
生
み
出
せ
は
し
な
い
。

古
い
観
念
に
捕
ら
れ
て
い
た
ら
、

新
し
い「
日
本
」な
ど
創
り
出
せ
は
し
な
い
。

他
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
本
気
で
や
る
。

ど
ん
ど
ん
や
る
。

合
い
言
葉
は
、信
じ
ら
れ
る
日
本
へ
。

常
識
を
ひ

く
り
返
す
こ
と
に
こ
そ
、夢
が
あ
る
。

み
ん
な
の「
日
本
」が
動
き
出
す
！

さ
あ
、信
じ
ら
れ
る
日
本
へ
。　
（
2
0
0
5
.
8
.
2
2
）
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